
家族論
Famiology110011008 長　拓実 共通 2 必修 3前期

科目の概要

家族について衣食住の視点を踏まえて検討する。社会学における家族学の知見に加え、教育現場ではどのように家族の学習
が行われているのかを学ぶ。さらに、グローバルな視点から日本の家族を理解し、家族理解の視点を広げることを目指す。
この科目は全学共通の位置付けであり共通(DP1)「建学の精神、社会人基礎力、pisa型学力を修得して、職場と地域の人々と
協働して解決していくことができる。」を中心に各学科の(DP2)および(DP3)を統合するための主軸となる。

学修内容 到達目標

① 「家族」というキーワードに関連した用語を知る。
② 家族の生活に必要な衣食住に関することを理解する。
③ 国際比較より家族の多様性を知る。

① 「家族」というキーワードに関連した用語を説明する
ことができる。
② 家族の生活に必要な衣食住に関することを説明するこ
とができる。
③ 国際比較した上で家族について自身の考えを述べるこ
とができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 講義に積極的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 課題を仕上げるための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

考え抜
く力

課題発見力 事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

計画力

創造力 物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

整理した内容を的確なことばや文章で表現できる。

グループワークで、他者の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

課題やレポートの期限を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：『Survive!! 高等学校 家庭基礎』教育図書、2021年
　　　　　授業内で資料を配布・提示する。
参考文献：鶴田敦子ほか（編著）『現代家族学習論』朝倉書店、1996年
　　　　　西野理子・米村千代（編著）『よくわかる家族社会学』ミネルヴァ書房、2019年

他科目との関連、資格との関連

各学科の基盤となる科目であるので、社会学や日本国憲法、その他各学科の(DP2)および(DP3)の科目と関連する。
資格との関連:保育士、中学校教諭一種（家庭）、高等学校教諭一種（家庭）

学修上の助言 受講生とのルール

大人数での講義となりますが、分からないことや質問があ
れば気軽に聞いて下さい。

遅刻・早退およびやむを得ない事由による欠席等の取り扱
いについては、本学の学則等に則って判断する。
課題やレポートの提出期限は必ず守ること。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S：「家族」というキーワードに関連した用語について正
確に説明をすることができる。また、家族の生活に必要な
衣食住に関することをきちんと理解している。そして、国
際比較より家族の多様性を知り、客観的なデータを充分に
用いて自分なりの考えを表現することができる。

A：「家族」というキーワードに関連した用語について正
確に説明をすることができる。また、家族の生活に必要な
衣食住に関することをきちんと理解している。そして、国
際比較より家族の多様性を知り、客観的なデータをある程
度用いて自分なりの考えを表現することができる。

B：「家族」というキーワードに関連した用語についてあ
る程度説明をすることができる。また、家族の生活に必要
な衣食住に関することをある程度理解している。そして、
国際比較より家族の多様性を知り、客観的なデータを用い
て自分なりの考えを表現することができる。

C：「家族」というキーワードに関連した用語について説
明をすることができる。また、家族の生活に必要な衣食住
に関することを理解している。そして、国際比較より家族
の多様性を知り、客観的なデータを用いて自分なりの考え
を表現することができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

・全２回実施する。「家族」というキーワードに関連した用語の意
味を説明できるかを評価する。

② ✓

③ ✓小テスト

① ✓

50

・PCRシートを評価する。
・家族に関するレポートを評価する。テーマの設定方法や書き方な
どは講義内で説明する。② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）講義に積極的に取り組むことができる。
（実行力）課題を仕上げるための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進める
ことができる。
（課題発見力）事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができ
る。
（想像力）物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考
えることができる。
（発信力）整理した内容を的確なことばや文章で表現できる。
（傾聴力）グループワークで、他者の意見を確認し、さらに自分の意見を述べるこ
とができる。
（規律性）課題やレポートの期限を守ることができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



B：「家族」というキーワードに関連した用語についてあ
る程度説明をすることができる。また、家族の生活に必要
な衣食住に関することをある程度理解している。そして、
国際比較より家族の多様性を知り、客観的なデータを用い
て自分なりの考えを表現することができる。

C：「家族」というキーワードに関連した用語について説
明をすることができる。また、家族の生活に必要な衣食住
に関することを理解している。そして、国際比較より家族
の多様性を知り、客観的なデータを用いて自分なりの考え
を表現することができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
学校教育で指導される
家族の内容：
小中高の家庭科の実践
より

講義 学校教育において家族
はどのように指導され
ているのかを理解す
る。

予習：シラバスを読ん
でくる

復習：家庭科以外の教
科ではどのように家族
を指導しているのか調
べる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

家族の定義：
近代家族や養子縁組な
ど

講義
グループワーク

家族の定義について、
自分なりの言葉で説明
することができる

予習：家族の形態の変
化について調べる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

子ども：
「定位家族」から「生
殖家族」へ移行

講義
グループワーク

家族における子どもの
存在について、自身の
考えを述べることがで
きる。

予習：家族の社会的・
法的意味について調べ
る

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

親子関係：
ひとり親や児童虐待の
現状など

講義
グループワーク

親子関係に関する社会
的問題に関心を持つこ
とができる。

予習：児童虐待などの
社会問題のニュースを
一つ調べてくる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

ジェンダー：
「家族サービス」とい
う言葉の検討など

講義
グループワーク

身の周りにあるジェン
ダー問題について3つ
以上挙げることができ
る。

予習：「ジェンダー」
をキーワードに、関連
するニュースを調べて
くる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

自立：
諸外国の青年における
自立度との比較

講義
グループワーク

自立度 予習：自立度調査に回
答し、自身の自立度を
考察する

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

諸外国における家族：
スウェーデンにおける
家族観を例に

講義
グループワーク

諸外国との比較より、
自身の持つ家族観を考
察することができる

予習：自分が好きな国
を一つ挙げ、家族に関
する法律を調べてくる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

家計収支の構成：
ライフステージの設計
に必要なこと

講義
グループワーク

ライフステージの設計
に必要なことの概要を
理解している。

予習：1週間の家計簿
を記録し、考察を加え
る。

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

家庭経済：
「非正規雇用」と「正
規雇用」の比較を通し
て

講義
グループワーク

「非正規雇用」と「正
規雇用」の特徴をまめ
ることができる。

予習：離婚／再婚の価
値観について調べる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

住まい：
生活行為や住まいの空
間

講義
グループワーク

住まいで営まれる人間
の生活行為について理
解している。

予習：中期親子の問題
について調べる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

家族と食生活：
家族の健康と生活習慣
病との関連より

講義
グループワーク

家族が健康に過ごすた
めに必要な栄養素につ
いて説明できる。

予習：生活習慣病
チェックシートに回答
し、考察を加える

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

高齢者：
高齢者の心身の特徴や
高齢社会の現状および
福祉

講義
グループワーク

高齢者の心身の特徴に
ついて理解している。
高齢社会の現状を知
り、自分なりに対策を
提案することができ
る。

予習：セクシュアル・
マイノリティと家族の
問題について調べる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

共生社会①：
発達障害への理解

講義
グループワーク

発達障害の特徴につい
て理解している。

予習：発達障害の特徴
について調べてくる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

共生社会②：
自助、共助、公助の視
点の整理

講義
グループワーク

自助、共助、公助につ
いてそれぞれの特徴を
まとめることができる

予習：行政サービスに
ついて調べてくる

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

まとめ 講義
グループワーク

これまで学修した内容
を踏まえ、家族に関し
て自身の考えをまとめ
ることができる

予習：これまでの学修
内容を振り返る

復習：授業で学んだ内
容を課題にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


